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令和 6 年度科研費 

研究計画調書の 

作成上の注意 および 

電子申請簡易マニュアル 

 
 



 
  

研究計画調書は、次の 2 つから構成されています。 

Web 入力項目…研究代表者が電子申請システムにより、Web 上で入力する部分。 

※入力項目は、研究課題名、応募額等応募研究課題に係る基本デー

タ、研究組織に係るデータ等、研究経費とその必要性、研究費の応募・

受入等の状況等 

添付ファイル項目…「研究目的、研究方法」、「着想に至った経緯」など、研究計画

の内容に係る部分の様式（Word）をダウンロードして作成する部分。 

 

作成した様式（Word）を電子申請システムにアップロードすることで研究計画調書（PDF ファ

ル）が作成されます。 

 

 

 

   

 

 

 

 
 

 

 

Web 入力項目の応募情報は、科研費電子申請システムにアクセスして、Web 上で直接入力

します。操作方法については P.17「電子申請簡易マニュアル」をご確認ください。 

添付ファイル項目（Word）の様式および作成記入要領等は、研究推進課の応募専用ホーム

ページよりダウンロードできます。 

 

応募専用ホームページ 

https://www.ompu.ac.jp/research/omc/kakenhi/reiwa6/apply_r6.html 

 

 

 

 

 

①添付ファイル項目（Word）の様式ダウンロード 

↓ 

②添付ファイル項目（Word）作成  

↓  

③科研費電子申請システムの申請画面で応募情報を入力  

↓ 

④完成した添付ファイル項目（Word）を電子申請システムにてアップロード

し、研究計画調書（PDF ファイル）を作成 

↓ 

⑤研究計画調書（PDF ファイル）を提出（送信） 

作成手順（例） 

 

https://www.ompu.ac.jp/research/omc/kakenhi/reiwa6/apply_r6.html


 

科研費の審査は下記のながれで行われています。 

審査委員がどのような観点で評価をするか理解した上で「研究計画調書」を作成してみましょ

う。 

審査の流れ・方法 

総合審査…書面審査の結果を基に同一の審査委員が合議審査の場で各応募研究課題について幅

広い視点から議論により審査し、採択研究課題を決定する。 

2段階書面審査…1段階目の書面審査の結果を基に、採否のボーダーライン付近となった研究課題

のみを対象に、同一の審査委員が他の審査委員が付した1段階目の審査意見等を参考に

して2段階目の書面審査を行い、その結果に基づき採択研究課題を決定する。 

挑戦的研究（萌芽）は令和 4年度より 2 段階書面審査に変更 

（開拓） 



基盤研究（B・C）（応募区分「一般」）、若手研究の評定基準等 

 

◇審査区分→「小区分」  

◇審査方式→２段階書面審査 

◇1 段階目の審査では、審査委員は各研究課題について、４段階による総合評点を相対的な評価

に基づいて付します。 

◇2 段階目の審査では、同一の審査委員が、1 段階目の書面審査の結果に基づき 2 段階目の審査

対象となった研究課題について、新たに 2 段階目の評点を付します。その際、同じ研究課題の

審査をしている全ての審査委員の審査意見（1 段階目）等を確認の上、審査委員の見識に基づ

いて評点を付すことになります。 

 

ⅰ 評定基準 

〔評定要素〕 

 

 

 

 

 

 

 

（１）研究課題の学術的重要性 

・学術的に見て、推進すべき重要な研究課題であるか。 

・研究課題の核心をなす学術的「問い」は明確であり、学術的独自性や創造性

が認められるか。 

・研究計画の着想に至る経緯や、関連する国内外の研究動向と研究の位置づけ

は明確であるか。 

・本研究課題の遂行によって、より広い学術、科学技術あるいは社会などへの

波及効果が期待できるか。 

（２）研究方法の妥当性 

・研究目的を達成するため、研究方法等は具体的かつ適切であるか。また、研

究経費は研究計画と整合性がとれたものとなっているか。 

・研究目的を達成するための準備状況は適切であるか。 

（３）研究遂行能力及び研究環境の適切性 

・これまでの研究活動等から見て、研究計画に対する十分な遂行能力を有して

いるか。 

・研究計画の遂行に必要な研究施設・設備・研究資料等、研究環境は整ってい

るか。 

評点区分 評定基準 

４ 優れている 

３ 良好である 

２ やや不十分である 

１ 不十分である 



〔1段階目の審査における総合評点及び審査意見の記入〕 

審査委員は各研究課題の採択について、上記（1）～（3）の評定要素に着目しつつ、総合的な判

断の上、下表右欄の評点分布に従って４段階評価を行い、総合評点を付します。 

また、全ての研究課題の「審査意見」欄に、当該研究課題の長所と短所を中心とした審査意見を

必ず記入することになっており、この審査意見は、２段階目の審査において新たな総合評点を付

す際に、各審査委員が研究課題への理解をより深めるために、他の審査委員に提示されます。 

 

評点区分 評点分布の目安 

４ １０％ 

３ ２０％ 

２ ４０％ 

１ 3０％ 

利害関係があるので
判断できない 

― 

 

〔２段階目の審査における総合評点〕 

1段階目の書面審査の結果に基づき２段階目の審査対象となった各研究課題の採択について、上記

（1）～（3）の評定要素に着目しつつ、同じ研究課題の審査をしている全ての審査委員が付した

審査意見等も確認し、総合的な判断の上、下表右欄に基づき別途示される評点分布に従って4段階

評価を行い、総合評点を付します。 

なお、2段階目の審査対象とする研究課題を設定するにあたっては、1段階目の書面審査の結果に

おける順位が採択予定件数付近にある研究課題のほか、一部の審査委員が極端に低い評点を付し

た研究課題についても考慮しています。 

また、研究計画調書における「研究費の応募・受入等の状況」欄、「人権の保護及び法令等の遵

守への対応」欄は、審査において付す総合評点には考慮しないこととしているため、それ以外の

各欄等に基づいて総合評点を付します。 

 

評点区分 評 定 基 準 評点分布の目安 

Ａ 2段階目の審査の対象となった研究課

題のうち、最優先で採択すべき 

採択予定件数に応じて調整 

Ｂ 2段階目の審査の対象となった研究課

題のうち、積極的に採択すべき 

Ｃ 2段階目の審査の対象となった研究課

題のうち、採択してもよい 

Ｄ A～Cに入らないもの 

― 利害関係があるので判定できない ― 

（参考）令和3年度新規採択研究課題の採択率 

基盤研究（B）30.0％ 

基盤研究（C）28.2％ 

若手研究 40.2％ 

注：評価にあたっては、以下を目安として評点

が付されます。 

「4：非常に優れている」、「3：優れている」、

「２：普通」、「１：劣っている」 



ⅱ その他の評価項目 

研究経費の妥当性 

科研費の効果的・効率的配分を図る観点から、研究経費の妥当性・必要性について以下の点を考

慮し、研究経費の内容に問題があり、充足率を低くすることが望ましい場合には「×」が付され

ます。「×」を付した審査委員が複数となった研究課題については、平均充足率よりも低く設定

されます。 

・研究経費の内容は妥当であり、有効に使用されることが見込まれるか。 

・設備備品の購入経費等は研究計画遂行上真に必要なものが計上されているか。 

・研究設備の購入経費、旅費又は人件費・謝金のいずれかの経費が90％を超えて計上され

ている場合には、研究計画遂行上有効に使用されることが見込まれるか。 

 

ⅲ 留意事項 

（１）「研究費の応募・受入等の状況」欄の取扱いについて 

他の研究課題の応募・受入等の状況については、当該研究課題が「研究資金の不合理な重複や過

度の集中にならず、研究課題が十分遂行し得るかどうか」を判断するために参考とすることとし

ています。（審査において付す総合評点には考慮されません。） 

【１段階目】 

１段階目の審査においては、明らかに「研究資金の不合理な重複や過度の集中に該当し、研究課 

題が十分遂行し得ない」と判断した研究課題がある場合には、その根拠を記入することになって

います。 

【２段階目】 

２段階目の審査においては、２段階目の審査対象となった研究課題よりも上位の研究課題のうち、

１段階目の審査で、「研究資金の不合理な重複や過度の集中に該当し、研究課題が十分遂行し得

ない」と判断し、その根拠を「その判断に至った理由」に記入した審査委員が複数いた研究課題

について、改めて、「研究資金の不合理な重複や過度の集中にならず、研究課題が十分遂行し得

るかどうか」を確認することとなります。 

 

（２）「人権の保護及び法令等の遵守への対応」欄の取扱いについて 

研究計画の遂行において人権保護や法令等の遵守が必要とされる研究課題については、関連する

法令等に基づき、研究機関内外の倫理委員会等の承認を得るなど必要な手続き・対策等を行った

上で、研究計画を実施することとなります。このため、審査の評価項目として考慮されませんが、

研究を実施するに当たり所定の手続き・対策等に不十分な点が見受けられるなど研究機関に対し

て予め指摘が必要と考える場合には、その考えに至った根拠を具体的に記入することになってい

ます。 

 

 



 

 

 
 
 
 
 

※ その他の研究種目の評定基準等については下記のアドレスよりご確認ください。 

日本学術振興会ホームページ「審査について」
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/03_shinsa/index.html 

 

 

●科研費の申請書は、4～6 名の審査委員に理解してもらうためにかく！ 

まず、これをしっかり認識しておく必要があります。 

科研費はピアレビューによる審査（専門分野の近い研究者による審査）によ

り採択が決定する仕組みになっています。「２．科研費の審査」のところにも

記載していますが、研究計画１件あたり４人または６人の審査委員が個別に

専門的見地から書面審査を行います。 
 

科研費の場合、申請書の内容から相応しい審査委員を選ぶのではなく、区分（※1）ごとに審

査委員が決まっており、申請時に選んだ区分を担当する審査委員に申請書が送られます。

必ずしも審査委員が申請者と同じ専門とは限りませんので、他の分野の審査委員よりもその

分野に「少し詳しい」くらいに考えて、申請書はわかりやすく書くことが重要です。 

「わかりやすく」とは、”異なる分野の人にもわかるレベル”、”自分で易しく書きすぎたと思うくらい“とも言われ

ています。 

 

 

 

 

 

 

●審査委員に短い時間で理解してもらう工夫を！ 

審査委員は短期間に膨大な数の申請書を読みます。そのため 1 つの申請書を 

チェックする時間は非常に限られています。 

申請書を読む時間が限られているため、審査委員は要点を知りたいと思っています。 

そのための工夫として… 

◇必要な内容を所定の場所に簡潔に 

添付ファイル項目（Word）の各欄の上部にかかれている指示書きをよく読んで、その

欄で求められている事項について的確に、簡潔に記述してください。 

審査委員がどのような観点で評価を

するか、理解した上で「研究計画 

調書」を作成してみてください。 令和 4 年度に応募され、審査結果の開示を希望された方は、Web
上で審査結果を閲覧することができます。審査結果を参考に研究
計画調書を見直していただき、再チャレンジしてください。 

https://www.ompu.ac.jp/research/omc/kakenhi/reiwa4/kaiji_r4.html 

審査委員の名簿は、日本学術振興会のホームページで公開されています。名簿

をみて審査委員の先生方の顔を思い浮かべながら申請書を作成されてはいかが

でしょうか。（本学でも毎年数名の先生方が審査にあたられています。）  

日本学術振興会 科研費審査委員名簿 

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/14_kouho/meibo.html 

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/03_shinsa/index.html
https://www.ompu.ac.jp/research/omc/kakenhi/reiwa4/kaiji_r4.html
https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/14_kouho/meibo.html


審査委員の「知りたいこと」が所定の場所になければなりません。 

◇ポイントとなるところは、ゴシック・太字・アンダーライン ※審査はモノクロ印刷で行われます。 

◇図・表を入れるのは必須！箇条書きも活用！ 

文字だけが、隙間もメリハリもなく、びっしりと並んでいる申請書を審査委員が読む場合、

どのように感じるでしょうか。重要なところは、「読みたくなくても目に入る」よう、図や表を

入れるなど工夫して作成する必要があります。 

◇文章は正しい日本語で、論理的に、簡潔に、 “わかりやすく“ 

 

審査委員の目に最初に触れるのが「研究課題名」です。 

研究課題名だけで採択の可否が決まるわけではありませんが、膨大な数の研究計画調書の

中から審査委員にちょっと読んでみようと思わせるような魅力的な課題名を、ぜひ、じっくり考

えてみてください。 

研究課題名は 40 字（全角・半角（※2））以内という文字制限があります。いくつか候補をあ

げ、課題名をよむだけで研究計画がわかるようなものを選び出してください。 
 

◇研究内容を端的にあらわすもの。 

何をするのか（目的）、手段は何か（方法）、課題名だけで内容がわかれば評価は高

い。 

◇自分の研究の特色、オリジナリティを示す言葉をいれてみる。 

◇新規性を強調するような言葉、時代の最先端となるキーワードなどを入れてみる。 

◇専門的な語句はさける。  など 

※2 英文（半角のみ）の場合は 200 字まで入力が可能です。 

 

 

科学研究費助成事業データベースは採択された科研費のデ

ータが検索できるサイトです。 

「詳細検索」ボタンをクリックすれば研究分野・キーワード・研究

者名等で採択課題の絞り込み検索をすることができます。 

◇研究分野で絞り込み検索をすれば、その分野の採択傾

向を調べることができます。 

◇研究課題名を決めるのに、採択された課題の研究課題名を参考

にしてみられてはいかがでしょうか。 

 

 

 

科学研究費助成事業データベース https://kaken.nii.ac.jp/ 

https://kaken.nii.ac.jp/


 

過去採択者のご厚意により、「採択された研究計画調書」を閲覧していただけます。「この部

分の書き方がわからない」「どう表現したらよいか迷っている」等でお困りの場合には大変参考

になりますので、ぜひご活用ください。研究推進課（事務室内）での閲覧となりますので、お手

数ですが、ご希望の日時（平日 AM9：00～PM5：00）を事前にご連絡ください。 

※持ち出し・複写（写真撮影）不可 

 

 

研究計画調書・添付ファイル項目（Word）は、各欄の上部にその欄に記入すべき指示書き

があります。必ずよく読んでいただき、指示に従って記入してください。また、「研究計画調

書作成・記入要領」もご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

次のページからは「添付ファイル項目」（Word）の様式にそって注意点を記載

しています。※「基盤研究（C）」の様式をもとに作成しています。 

＜注意＞ 

研究活動における不正行為（得られたデータや結果の捏造、改ざん及び他者の研究成果等の盗用）が社会問題として大きく取

り上げる事態となっています。他者の発表した研究成果等を引用する場合には、出典を明記して引用するなど、申請にあたっ

ては十分ご留意いただきますようお願いいたします。 

◇様式の改変は認められません。 

・各欄のタイトルが必ずページの先頭に来るようにしてください。 

・各項目で定められたページ数は超えないでください。なお、各項目の指示に沿って作成

をした結果、空白のページが生じても構いませんが、空白の頁を削除しないでください。 

・様式の余白は、上 20mm、下 20mm、左 25mm、右 25mm で設定してあります。余白の設定

を変更すると、審査資料を作成する際、文字等の欠落等の恐れがありますので、設定を変更

しないでください。 

◇必ず令和 5 年度の様式をダウンロードして作成してください。 

様式は毎年若干かわりますので、昨年度の申請書をそのまま使用しないようお願いします。 

 
※様式および作成・記入要領は、研究推進課応募専用ページよりダウンロードできます。 

https://www.ompu.ac.jp/research/omc/kakenhi/reiwa5/apply_r5.html 

https://www.ompu.ac.jp/research/omc/kakenhi/reiwa5/apply_r5.html


基盤研究（Ｃ）（一般）１ 

 

このスペースに「研究目的、研究方法」の「概要」を記述してください。 

審査委員は、まず、「概要」欄を読みますので、ここは重要な部分になります。 

審査委員に何を研究するのかをひとめで理解してもらい、この後の部分を読みす

すめてもらえるよう丁寧に書いてください。 

※まず、本文を作成したうえで概要を記載すると書きやすいと言われています。 

学術的「問い」とは、当該研究課題を遂行することによっ

て、学術的に解明したい謎（知りたいこと）や、学術的に

解決したい課題を指します。 

※審査に当たり、それらを明確に示してもらいたいという
意図から設定されています。研究分野、研究態様、研究段
階等により多様だと考えられますので、応募者の判断・裁
量で記入していただくことになります。 

以下の内容を熟読・理解の上、研究計画調書を作成してくださ
い。 

科研費は、研究者の自由な発想に基づく全ての分野にわたる研究を格段に発展させ

ることを目的とし、豊かな社会発展の基盤となる独創的・先駆的な研究を支援しま

す。 

科研費では、応募者が自ら自由に課題設定を行うため、提案課題の学術的意義に加

え、独自性や創造性が重要な評価ポイントになります。このため、「基盤研究」及

び「若手研究」の研究計画調書様式では、学術の潮流や新たな展開などどのような

「学術的背景」の下でどのような「学術的『問い』」を設定したか、当該課題の

「学術的独自性や創造性」、「着想に至った経緯」、「国内外の研究動向と本研究

の位置付け」はどのようなものか、などの記述を求めています。 

審査においては、総合審査又は二段階書面審査における審査委員間の議論・意見交

換等により研究課題の核心を掴み、学術的な意義や独自性、創造性など学術的重要

性を評価するとともに、実行可能性並びに研究遂行能力も含めて総合的に判断しま

す。 

科研費に応募するに当たっては、上記に留意の上、公募要領や審査基準、様式の説

明書き等を十分に確認し、審査委員に学術的重要性等が適切に伝わるように研究計

画調書を作成してください。 

１ 研究目的、研究方法など 
本研究計画調書は「小区分」の審査区分で審査されます。記述に当たっては、「科学研究費助成事業における審査及び評価

に関する規程」（公募要領１８頁参照）を参考にすること。 

本研究の目的と方法などについて、４頁以内で記述すること。 

冒頭にその概要を簡潔にまとめて記述し、本文には、(1)本研究の学術的背景、研究課題の核心をなす学術的「問い」、(2)

本研究の目的および学術的独自性と創造性、(3)本研究の着想に至った経緯や、関連する国内外の研究動向と本研究の位置づけ、

(4)本研究で何をどのように、どこまで明らかにしようとするのか、(5)本研究の目的を達成するための準備状況、について具

体的かつ明確に記述すること。 

本研究を研究分担者とともに行う場合は、研究代表者、研究分担者の具体的な役割を記述すること。 

（概要） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（本文） 

(1)本研究の学術的背景、研究課題の核心をなす学術的「問い」 

【本研究の学術的背景】           

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○ 
 

様式Ｓ－１４ 研究計画調書（添付ファイル項目） 

４ページで記述してください。 

10行程度で記載してください。 
指示書きに従って 

記述してください。 



基盤研究（Ｃ）（一般）２ 

【１ 研究目的、研究方法など（つづき）】 

作成に当たっては、「研究計画調書作成・記入要領」および

「(Web入力項目)作成・記入要領」を確認してください。 

・本文全体は１１ポイント以上の大きさの文字等を使用してくだ
さい。 

・各頁の上部のタイトルと指示書きは動かさないでください。 

・指示書きで定められたページ数は超えないようにしてくださ
い。なお、空白のページが生じても削除しないでください。 

多忙な審査委員にも、ひとめで要点がわかるように！ 

・文字は大きめに（11ポイント以上） 

・行間・余白は適度に 
※ぎっしりと隙間なく書いてある申請書は読む意欲がなくなる、と言われる審査委員もおら

れますますので、注意してください。 

・特筆すべきは、太字・ゴシック・アンダーライン 

・箇条書きや小見出しを活用 

・図・表を活用 ※図には内容を示す簡潔な説明文をつけてください。 

・正しい日本語で 

・違う分野の人が読んでもわかる表現で 
※必ずしも審査委員が申請者と同じ専門とは限りません。 

※研究計画調書はすべての研究種目がモノクロで印刷され、審査に

付されます。図・表等が不明瞭にならないか印刷して確認してくだ

さい。 

※5MB以上のWordファイルは、電子申請システムでアップロードする

ことができませんのでご注意ください。 

＜注意＞次の研究計画は公募の対象となりません。 

ア 単に既製の研究機器の購入を目的とする研究計画 

イ 他の経費で措置されるのがふさわしい大型研究装置等の製作を目的とする研究計画 

ウ 商品・役務の開発・販売等を直接の目的とする研究計画（商品・役務の開発・販売等

に係る市場動向調査を含む。） 

エ 業として行う受託研究 

オ 研究期間のいずれかの年度における研究経費の額が10万円未満の研究計画 

【研究課題の核心をなす学術的「問い」】 

○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○ 

○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○ 

 
(2)本研究の目的および学術的独自性と創造性 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 



基盤研究（Ｃ）（一般）３ 

【１ 研究目的、研究方法など（つづき）】 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 

(3)本研究の着想に至った経緯や、関連する国内外の研究動向と本研究の位置づけ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○ 
 

(4)本研究で何をどのように、どこまで明らかにしようとするのか 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

【研究方法】 

○○年度計画 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 



基盤研究（Ｃ）（一般）４ 

【１ 研究目的、研究方法など（つづき）】 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○年度以降の計画 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

【研究体制】 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5)本研究の目的を達成するための準備状況 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

研究体制や年次計画は、図にすると

理解しやすくなります。 

本研究を研究分担者と

ともに行う場合は、研

究代表者、研究分担者

の具体的な役割を記述

してください。 



基盤研究（Ｃ）（一般）５ 

 

２ 応募者の研究遂行能力及び研究環境 

応募者（研究代表者、研究分担者）の研究計画の実行可能性を示すため、(1)これまでの研究活動、(2)研究環境（研究遂行に

必要な研究施設・設備・研究資料等を含む）について２頁以内で記述すること。 

「(1)これまでの研究活動」の記述には、研究活動を中断していた期間がある場合にはその説明などを含めてもよい。 

(1)これまでの研究活動 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 
主な研究活動 

＜科研費＞ 
研究種目名：基盤研究（C） 
期間：平成25年度～平成27年度 
研究課題名：○○○○の研究 
研究代表者：医大太郎 
研究経費：3,200,000円 
研究成果：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○     

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

研究種目名：挑戦的萌芽研究 
期間：平成23年度～平成24年度 
研究課題名：○○○○の研究 
研究分担者：医大太郎 
研究経費：300,000円 
研究成果：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○     

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

＜その他の研究費＞ 
○○○助成金 
期間（年度）：平成23年度 
研究課題名：○○○○の検討 
研究代表者：医大花子 
研究経費：600,000円 

研究成果：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

２ページで記述してください。 

記入例 



基盤研究（Ｃ）（一般）６ 

【２ 応募者の研究遂行能力及び研究環境（つづき）】 

＜学術誌論文＞ 

1. ○○○○○○○○○○（論文名） 

○○○○、医大花子、医大太郎（他10名,3番目） 

□□学会誌、12巻 86-92（2022）査読有 

2.  ○○○○○○○○○○（論文名） 

Idai,T, Idai,H（他4名,2番目） 

□□□□□□,114, 95-100（2020）査読有 

○○○○○○○○○○（論文名） 

医大太郎、医大 花子、大阪 一郎  

××学会誌 5巻 114-133 (2018) 

3. ○○○○○○○○○○（論文名） 

○○○○、医大花子、医大太郎（他10名,3番目） 

□□学会誌、12巻 86-92（2018）査読有 

4. ○○○○○○○○○○（論文名） 

○○○○、医大花子、医大太郎、△△△△、××××× 

□□□□□□、3巻 100-107（2015）査読無 

 

＜学会発表＞ 

1.  医大花子、医大太郎 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○ 第〇回○○○学会学術集会 2022年○月 

2. 医大太郎、医大花子、〇〇〇〇 

○○○○○○○○○○○○○○○○（演題名） 

 第〇回○○○学会学術集会 2021年 

 

＜受賞歴＞ 

1. 第〇回○○○ ○○○賞受賞 

 

(2)研究環境 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○

 

本研究計画の実行可能性を示すよう、

本研究計画に関連した研究活動を中心

に記述してください。 

研究分担者がいる場合には、その想定

される役割に関連した研究活動を中心

に記述してください。 

・研究業績（論文、著書、産業財産

権、招待講演等）は、網羅的に記載

するのではなく、本研究計画の実行

可能性を説明する上で、その根拠と

なる文献等の主要なものを適宜記載

してください。 

・研究業績の記述に当たっては、当該

研究業績を同定するに十分な情報を

記載してください。例として、学術

論文の場合は、 

論文名、著者名、掲載誌名、巻号や

頁等、発表年（西暦）、 

作成・入力要領より抜粋 



基盤研究（Ｃ）（一般）７ 

 

３ 人権の保護及び法令等の遵守への対応（公募要領４頁参照） 

本研究を遂行するに当たって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取扱いの配慮を必要とする研究、生命倫

理・安全対策に対する取組を必要とする研究など指針・法令等（国際共同研究を行う国・地域の指針・法令等を含む）に基づ

く手続が必要な研究が含まれている場合、講じる対策と措置を、１頁以内で記述すること。 

個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査・行動調査（個人履歴・映像を含む）、提供を受けた試料の使用、ヒト

遺伝子解析研究、遺伝子組換え実験、動物実験など、研究機関内外の倫理委員会等における承認手続が必要となる調査・研

究・実験などが対象となります。 

該当しない場合には、その旨記述すること。 

 
 
 

１ページで記述してください。 

該当しない場合には、「本研究は〇〇の

ため該当なし」と記述してください。 

 

●人を対象とした研究を実施する場合 

人を対象とする場合、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」もしくは
「臨床研究法」を遵守することが求められます。この指針もしくは法令を遵守し、本学研究倫
理委員会等の承認の上、実施する旨を記載してください。また、取得した試料／情報の取扱い
等について記載してください。 

例）本研究では人に対して〇〇〇を行うため、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関す
る倫理指針」を遵守し、本学研究倫理委員会の承認、研究機関の長である学長の許可を得た上
で実施する。また、取得した〇〇は必ず個人を特定できる情報を削除した上で使用する。 

 

●動物実験を行う場合 

動物実験を行う場合、動物実験にかかる法令等を遵守することが求められます。この法令等を

遵守し、本学医学部・看護学部動物実験専門部会の承認の上、実施する旨を記載してくださ

い。 

例）本研究では動物実験を行うため、「動物の愛護及び管理に関する法律の一部を改正する法

律」「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」「研究機関等における動物実

験等の実施に関する基本指針」を遵守し、本学医学部・看護学部動物実験専門部会の承認、学

長の許可を得た上で、「大阪医科薬科大学 動物実験規程」に則って実施する。 

 

●遺伝子組換え実験、病原体等と扱う実験を行う場合 

遺伝子組換え実験や病原体等と扱う実験を行う場合、これらにかかる法令等を遵守することが

求められます。これらの法令等を遵守し、本学医学部・看護学部生物安全管理専門部会の承認

の上、実施する旨を記載してください。 

 

例）遺伝子組換え実験の場合 

本研究では遺伝子組換え実験を行うため、「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の

多様性の確保に関する法律」、「研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当た

って執るべき拡散防止措置等を定める省令」を遵守し、本学医学部・看護学部生物安全管理専

門部会の承認、学長の許可を得た上で、「大阪医科薬科大学 遺伝子組換え実験安全管理規

程」に則り実施する。 

 

例）病原体等と扱う実験を行う場合 

本研究では病原体等を扱うため、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法

律」を遵守し、本学医学部・看護学部生物安全管理専門部会の承認、学長の許可を得た上で、

「大阪医科薬科大学 病原体等安全管理規程」に則り実施する。 

 
本学の委員会名 

 ●大阪医科薬科大学研究倫理委員会 

 ●大阪医科薬科大学動物実験委員会 

●大阪医科薬科大学生物安全管理委員会 

※生物安全管理委員会の正式名称は、「大阪医科薬科

大学 医学部・看護学部生物安全管理委員会」ですが、

大学で認められた委員会ですので、「大阪医科薬科大学

生物安全管理委員会」と記載していただいて結構です。 



基盤研究（Ｃ）（一般）８ 

 

４ 研究計画最終年度前年度応募を行う場合の記述事項（該当者は必ず記述すること（公募要領２６頁参照）） 

本研究の研究代表者が行っている、令和４(2022)年度が最終年度に当たる継続研究課題の当初研究計画、その研究によって

得られた新たな知見等の研究成果を記述するとともに、当該研究の進展を踏まえ、本研究を前年度応募する理由（研究の展開

状況、経費の必要性等）を１頁以内で記述すること。 

該当しない場合は記述欄を削除することなく、空欄のまま提出すること。 

研究種目名 課題番号 研究課題名 研究期間 

   
平成 年
度～令和
４年度 

当初研究計画及び研究成果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前年度応募する理由 

 

 

 

（下の場合を除いて） 記入不要です。 

※基盤研究（Ｂ・Ｃ）の研究課題のうち当初内定時の研究期間が４年以上のもの又は若手研究の

研究課題のうち当初内定時の研究期間が３年以上のもので、令和４(2022)年度が研究期間の最終

年度に当たる研究課題（継続研究課題）の研究代表者が、当該研究の進展を踏まえ、研究計画を

再構築することを希望する場合には「研究計画最終年度前年度の応募」として応募することがで

きますので、その場合は記載してください。 



電子申請簡易マニュアル

※電子申請の詳細については、研究

推進課の応募専用ホームページより

「日本学術振興会科研費電子申請シ

ステム研究者向け操作手引（簡易

版）」をダウンロードしてご確認ください。

※毎日早朝5:00にシステムが再起

動します。この時間をまたいで編集さ

れた情報については保存されません。

この時間をまたいでシステムをご利用

される方は5:00になる前に「一時保

存」をしていただき、5:00を過ぎてから

再度ご利用ください。

科研費電子申請システム
http://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/index.html

科研費電子申請シス
テムにアクセスして、
「研究者ログイン」を
クリック

システム動作環境

http://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/index.html


【e-RadのID・パスワードがわからない場合】

システムの仕様により、e-Radの「パスワード」は研究推進課では把握できないしくみになっています。
お問い合わせいただいてもお答えすることはできませんので、下の方法で対処いただきますよう
お願いします。「ID」については研究推進課で確認することができますので、ご連絡いただければ
お知らせできます。

方法① 「ID」を入力して、思い当たるパスワードを入力する。

方法② ログイン画面の「ログインID、パスワードを忘れた方はこちら」をクリックして、必要項目（「秘密の質問」と「秘密の質問の答え」など）を入力す
るとe-Rad に登録されているメールアドレスに「パスワード再設定」画面のURLが送信されます。

方法③ 研究推進課でID・パスワード等のログイン情報をリセットすることができます。リセットをすると仮のID・パスワードがe-Radよりメールで通知さ
れます。リセットを希望される場合は研究推進課へご連絡ください。（以前に設定したID・パスワード・秘密の質問・秘密の質問と答えはリセットされ
ますので、再度設定していただく必要があります。）

連絡先： mail kakenhi@ompu.ac.jp 内線2815

※e-Rad登録がまだの場合は、「e-Rad登録申請書」を研究推進課
へご提出ください。（様式は研究推進課の応募専用ホームページより
ダウンロードしてください。）

e-Radログイン画面

「ログインID、パスワード
を忘れた方はこちら」

mailto:mailkakenhi@ompu.ac.jp


応募者向けメニュー 応募・申請に関する重要なお知らせが表示されています
ので、ログインの都度ご確認ください。

複数の機関・部局に所属する場合は
画面上部に、［切替］ボタンが表示さ
れます。

分担者の承諾手続きは
こちらから行ってください。

応募手続きはこちらから
行ってください。

各項目の［▼］ボタンをクリックすると
メニューが表示されます。

研究分担者承諾

応募手続き



「応募手続き」画面

応募状況の確認や、作成中の応
募情報の修正・削除を行います。

応募研究種目を選択

申請済みの応募情報の応募状
況の確認を行います。

応募する研究種目の〔応募情報
入力〕をクリックします。

重複応募に関する説明画面が
表示されますので内容を確認
し、［OK］をクリックしてください。

※若手研究の場合は、応募要件確認画面も表示されます。



【1】へ
【2】へ
【3】へ

研究計画調書管理メニュー

【１】 研究課題情報、
【２】 研究経費とその必要性、
【３】 研究費の応募・受入等の状況
の「応募情報入力」欄より各画面に入って入力をすすめてください。

【4】へ

【４】 作成したWordファイルをアップロードしてください。



【１】研究課題情報 の入力

こちらで審査を希望する審査区分（番号）を入力します。

審査区分は「一覧」ボタンで確認することができます。

また、公募要領にも一覧が掲載されています。

研究課題情報の［応募情報
入力］をクリックしてください。

研究課題名は40字（全角および半角）以内で入力してくださ
い。（英文（半角のみ）の場合は200字以内。）

※採択された場合でも課題名の変更はできませんので、入力間違いのな
いよう注意してください。

① 研究課題名等を入力します。

「審査結果の開示を希望
する」を選択すると、不採
択になった際に審査結果
（評価）を確認することが
できますので、「希望する」
を選択することをおすすめ
します。



【審査区分】

基盤研究（B・C）
若手研究
→「小区分」での審査

基盤研究（A）
挑戦的研究（開拓・萌芽）
→「中区分」での審査

基盤（S）
→「大区分」での審査

＜参考＞審査区分表（公募要領より抜粋）

大区分

小区分

中区分

※審査区分表は応募専用ページからもダウンロードしていただけます。



研究分担者を追加するには、「研究者番号」を

入力し、［検索］をクリックしてください。「研究者

検索結果」画面が表示されますので、検索した

研究者の氏名や所属研究機関が正しいことを

確認したら［OK］をクリックしてください。

2024年度の研究経費を研究

者ごとに入力してください。（本

欄の合計と研究経費欄に入

力する2024年度の経費の合

計とが合わない場合はエラー

がでます。）

※基金種目において、2025年度以

降に参画することを予定している研

究分担者がいる場合には、「2024

年度研究経費」と「エフォート」欄に

は「０」を入力してください。

役割分担欄には「代表」・「分担」の別を

入力するのではなく、具体的な役割を入

力してください。

② 研究組織欄の入力を行います。

「学位」は、単に「あり」ではな

く「博士（医学）」等と入力し

てください。学位を取得され

ていない場合は、「未取得」・

「学士（医学）」等と入力して

ください。

エフォートは、「年間の全仕事

時間を100％とした場合、そ

のうち当該研究の実施に必要

となる時間の配分率（％）」と

いう考え方で決定してください。

なお、「全仕事時間」とは研究

活動の時間のみを指すのでは

なく、教育・診療活動等を含

めた実質的な全仕事時間を

指します。



研究分担者へは直接連絡をして、次ページの

操作を行っていただくよう依頼してください。

③ 研究分担者の承諾依頼を行います。

注

※若手研究の場合は研究組織の項目はありません。





研究経費とその必要性の［応募
情報入力］をクリックしてください。【２】研究経費とその必要性の入力

①研究経費とその必要性を入力します。

作成・入力要領より抜粋

入力した設備備品費及び消耗品費の必
要性・積算根拠について入力してくだ
さい。

※本研究のいずれかの年度において、「設
備備品費」が当該年度の全体の研究経費の
90％を超える場合及び「消耗品費」で特に
大きな割合を占める経費がある場合には、
当該経費の研究遂行上の必要性についても
入力しなければなりません。

各経費の明細及びその必要性・積算根拠について入力します。
経費は、各費目の例（P.29）をご確認いただき、「設備備品費」・
「消耗品費」・「外国旅費」・「国内旅費」・「人件費・謝金」・
「その他」の費目ごと分けて入力してください。



【２】研究経費とその必要性の入力（つづき）

入力した旅費、人件費・謝金及びそ
の他の必要性・積算根拠について
入力してください。

※本研究のいずれかの年度において、
「旅費」又は「人件費・謝金」のいずれか
の費目が当該年度の全体の研究経費
の９０％を超える場合及び「その他」で特
に大きな割合を占める経費がある場合
には、当該経費の研究遂行上の必要性
についても入力しなければなりません。

作成・入力要領より抜粋



◇設備備品費

多数の図書、資料を購入する場合は「西洋中世政治史関係図書」のように、ある程度、図書、資料の内容が判明するような表現

で入力してください（図書について、設備備品として取扱わない場合についても、同様に記入してください。）。

また、機械器具の場合は、単に○○○一式とするだけでなくその内訳も入力してください。

◇消耗品費

薬品、実験用動物、ガラス器具等その品名毎に入力してください。

◇国内旅費・外国旅費

研究代表者、研究分担者及び研究協力者の海外・国内出張（資料収集、各種調査、研究の打合せ、研究の成果発表等）のため

の経費（交通費、宿泊費、日当）等を、その事項毎に入力してください。

◇人件費・謝金

資料整理、実験補助、翻訳・校閲、専門的知識の提供、アンケートの配付・回収、研究資料の収集等を行う研究協力者（ポストドク

ター・リサーチアシスタント（ＲＡ）・外国の機関に所属する研究者等）に係る謝金、報酬、賃金、給与、労働者派遣業者への支払い

のための経費等を、その事項毎に入力してください。（例：資料整理（内訳：博士後期課程学生○人×○月）・△△△千円）

◇その他

設備備品費、消耗品費、旅費、人件費・謝金のほか当該研究を遂行するための経費（例：印刷費、複写費、現像・焼付費、通信

費（切手、電話等）、運搬費、研究実施場所借り上げ費（研究機関の施設において補助事業の遂行が困難な場合に限る）、会議

費（会場借料、食事（アルコール類を除く）費用等）、リース・レンタル費用（コンピュータ、自動車、実験機器・器具等）、機器修理費

用、旅費以外の交通費、研究成果発表費用（学会誌投稿料、ホームページ作成費用、研究成果広報用パンフレット作成費用、

一般市民を対象とした研究成果広報活動費用等）、実験廃棄物処理費）等を、その事項毎に入力してください。

作成・入力要領より抜粋各経費の明細の入力に当たっては、下の例を参考に入力してください。

※ 本学では、20万円以上の機器を「設備備品費」の対象としています。20万円未満の機器は「消耗品費」に計上してください。
※ ソフトウェアについては、20万円以上であっても「消耗品費」に計上してください。

※ 業者への委託費用は「その他」に計上してください。



【3】 研究費と応募・受入等の状況の入力
研究費の応募・受入の状況の［応募
情報入力］をクリックしてください。

①研究費の応募・受入等の状況を入力します。

「研究資金の不合理な重複や過度の集中にならず、研究課題が十分に
遂行し得るかどうか」を判断する際に参照されます。

申請中の課題を記載してください。

受入が決まっている課題を記載してください。



エフォートは、年間の全仕事時間

を100％とした場合、そのうち当該

研究の実施に必要となる時間の配

分率（％）」という考え方で決定して

ください。なお、「全仕事時間」とは

研究活動の時間のみを指すので

はなく、教育活動

等を含めた

実質的な

全仕事時間

を指します。

科研費の研究代表者であ

る場合は、研究期間全体

の直接経費の総額を入力

してください。

2024度にご自身が使用する額

（分担者に配分する分担金を除い

た金額）をご記入ください。

括弧書きの欄には、期間全体でご自身が使用

する額（期間全体で分担者に配分する分担金

を除いた金額）を記入してください。（予定額で

結構です。）

役割が「分担」の場合は、2024年度に受け入

れる分担金の額および括弧書きの欄には期間

全体で受け入れる分担金の額を入力してくださ

い。（予定額で結構です。）

今回応募する研究課題以外の研

究課題の「研究内容の相違点及

び他の研究費に加えて本応募研

究課題に応募する理由」欄には、

本研究課題との相違点等を300

字以内で記入し、重複受給ではな

いことを示してください。



・研究計画調書（添付ファイル項目）には、5MB以上のファイルを選択することはできません。

・不正なページ数の研究計画調書（添付ファイル項目）（間違ったファイル、レイアウトを変更したことでページ数の制限を超

えてしまったファイル等）をアップロードした場合、エラーとなります。エラーメッセージに従って、アップロードした研究計画調

書（添付ファイル項目）を確認してください。

【４】添付ファイル項目のアップロード

①添付ファイル項目をアップロードします。

注



全ての応募情報の入力と、添付ファイル項目のアップロードが完了したら、〔次へ進む〕 を
クリックします。



生成された研究計画調書のファイルを確認し、［確認完了・提出］をクリックします。

※ 提出前には、今一度、研究計画調書の見直しをお願いします。



研究計画調書を研究機関に提出（送信）します。［ＯＫ］をクリックしてください。

※ 提出作業を行った後も、研究推進課より日本学術振興会へ提出するまでは、修正
が可能です。修正が必要な場合は、研究推進課にご連絡ください。



※研究分担者の承諾手続きが
未完了の状態でも確認用の
PDFファイルを作成することが
できます。（提出手続きは
できません。）



科研費電子申請システムを利用して研究分担者の承諾手続きを行います。

「応募情報入力画面」の「研究組織」欄に研究者分担者として加えたい研究者を入力、研究分担者となることを依頼し、承

諾（研究分担者が科研費電子申請システムにログインして、システム上で「承諾」する手続きが必要）を得てください。

※研究代表者が電子申請システムで行う操作はP.24-26をご確認ください

※研究分担者の承諾手続きが完了しな

い場合、システム上、研究計画調書の

提出ができませんのでご注意ください。

注

研究分担者の承諾手続きについて



※ 研究分担者が行う手続きについて







「承諾」をクリックし、記載の内容を確認後、

「学位」・「エフォート」を入力してください。

※「学位」は、単に「あり」ではなく「博士（医学）」

等と入力してください。学位を取得されていない

場合は、「未取得」・「学位（医学）」等と入力し

てください。

エフォートは、年間の全仕事時間を100％とし

た場合、そのうち当該研究の実施に必要となる

時間の配分率（％）という考え方で決定してくだ

さい。なお、「全仕事時間」とは研究活動の時

間のみを指すのではなく、教育活動等を含めた

実質的な仕事時間を指します。


